
函館中央病院 

 

所属メンバー 

・山田  豊 （臨床顧問、昭和 47 年卒) 

・水上  晋 （診療部長、昭和 59 年卒） 

・木田  毅 （総合周産期センター長、昭和 60 年卒) 

・佐々木真樹 （科長、平成 2年卒) 

・石倉亜矢子 （医長、平成 8年卒) 

・佐々木 理 （医師、平成 16 年卒) 

・寺下友佳代 （医師、平成 17 年卒) 

・池田 雅彦 （後期研修医、平成 20 年卒) 

 

 

 

卒後臨床研修医 

1 名 

 

 

 

専門外来 

・未熟児新生児フォロー（×4/週） 

・心臓・心エコー（×1/週・×3/週） 

・神経発達（×2/週） 

・慢性（×2/週） 

・予防接種、健診（×1/週、山田） 

・血液（×1/月、北大小児科 井口晶裕） 

・腎臓（×4/年、北大小児科 佐々木聡） 

・遺伝（北海道医療大学 太田 亨） 

 

 

 

 

 

 

 

 



函館中央病院 

 

病院全体の医師数  85 人 

小児科医師数  9 人 (うち非常勤  人) 

 

病院全体の病床数  527 床 

小児科病床数(NICU、ベビーを除く)  30 床 

NICU 病床数  9 床 

新生児病床数(NICU を除く)  19 床 

 

NICU としての認定      あり 

 

平均小児科外来数  72.6 人/日 

平均時間外外来数  1.4 人/日 (小児科医が診察したものです) 

 

年間入院患者数  1,902 人/年  

年間のべ入院患者数  20,300 人/年 (入院患者数×入院日数) 

年間時間外入院患者数  271 人/年 

 

年間分娩数  699 人/年 

年間低出生体重児(2,500g 未満)数  95 人/年 

極低出生体重児(1,500g 未満)数 23 人/年 

年間呼吸管理患者数 932 人/年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



函館中央病院 

 

論文・著書など 

 

なし 

 

 

 

学会発表 

 全国学会 

 

なし 

 

 

 

 地方学会 

 

1. 池田雅彦: 新生児期より発症した新生児乳児消化管アレルギー(FPIES)の 1 例. 第 62 回

北日本小児科学会、札幌市、2010/9/11 

2. 恩田哲雄: 巨大脾腫を合併した自己免疫性肝炎の 1例. 北海道消化器病フォーラム、札

幌市、2010/9 

3. 寺下友佳代: 髄膜炎の経過中に全身性紅斑が出現した 1例. 函館小児科医会症例検討会、 

函館市、2010/5 

4. 寺下友佳代: 巨大脾腫をきたした自己免疫性肝炎の 12 歳男児例. 函館小児科医会症例

検討会、函館市、2010/12/3 

5. 寺下友佳代: 発育発達遅延をきたした乳児アトピー性皮膚炎の 1例. 青函小児科懇話会、 

函館市、2010/7 

6. 石倉亜矢子: 函館中央病院小児科における過去 3 年分の川崎病症例の検討. 第 63 回道

南医学会、函館市、2010/11/21 

7. 水上 晋: 抗てんかん薬(ゾニサミド)大量服薬による自殺未遂の 1 例. 第 63 回道南医

学会、函館市、2010/11/21 

 

 

 

 

 



その他社会貢献など 

 

1. 石倉亜矢子: 函館中央病院での試みー院内児童虐待防止委員会を立ち上げて. 平成 22

年度児童虐待防止シンポジウム、室蘭保健所主催 苫小牧市、2010/11/11 

2. 水上 晋: 平成 22 年度北海道小児救急地域医師研修会、北海道医師会主催 函館市、 

2010/11/10 

3. 木田 毅: 産科サイドから小児科に求めるもの. 道南周産期医療研修会、函館市、 

2011/3/19 

4. 佐々木理: 新生児蘇生法講習会、函館市、2010 


